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「工場・事業場型」における『先進設備・システム』公開用概要書
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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.ac.daikin.co.jp/desica/system

■高顕熱型マルチエアコンを用いた潜熱・顕熱分離空調システム（DESICAシステム）

　主として潜熱を処理するヒートポンプを用いた調湿機能付外気処理機（ヒートポンプデシカン
ト）と、顕熱処理に特化したマルチエアコンの組合せで構成。
　「温度」を高顕熱型マルチエアコンで、「湿度」を調湿機能付外気処理機で、別々にコント
ロールすることで各々適切な処理を行い、省エネ・快適性を実現。

◎調湿能付外機処理機の機能
　ヒートポンプ方式でハイブリッドデシカ素子の加熱側と冷却側を切り換えて、水分の吸着と放
出を交互に繰り返し、給排水のいらない加湿・除湿を行う。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

ダイキン　コンタクトセンター
（電話）0120-881-081
（WEB）https://www.daikincc.com

導入対象となる分野・プロセス

1.4

5.1

◎調湿機能付外気処理機（ヒートポンプデシカント）の開発

K.不動産業、物品賃貸業

https://www.daikin.co.jp/

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

ダイキン工業株式会社

空冷パッケージエアコン方式による潜熱・顕熱分離空調システム

大阪府大阪市北区梅田 1-13-1 大阪梅田ツインタワーズ・サウス

事務所ビル、病院等

HDMP(HDBMP/HDXP)■+CO2センサ組込
＋RXGA (RXHA/RXYA/REGA/REYA/RQUP/RQYP/REUP/REYP/RWEYP/RTSP/RQSP/RESP)■＋F■

エネルギー負荷設備(本体設備)

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 20,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 61.1

導入事例における費用対効果（年間）

2,690,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

62.4設備・システム当たりの想定省エネ率



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 事務所ビル 対象設備・プロセス 空調・換気

（CO2センサー制御あり）

マルチエアコンを用いた潜熱・顕熱分離空調システム


